水野紀男著『人口減少社会と観光戦略 増補版』 by 戸祭 達郎
水
野
紀
男
氏
は
旅
行
会
社
で
あ
る
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
を
定
年
退
職
さ
れ
、
そ
の
後
は
第
二
の
人
生
と
言
う
か
、
本
当
は
第
一
の
人
生
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
天
職
の
大
学
教
員
と
し
て
今
日
大
活
躍
さ
れ
て
い
る
。
様
々
な
旅
行
会
社
時
代
の
ご
経
験
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
活
か
さ
れ
て
お
り
、
特
に
大
学
教
育
に
お
い
て
学
生
た
ち
の
授
業
評
価
も
高
く
、
私
を
含
め
多
く
の
友
人
た
ち
に
尊
敬
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
観
光
系
の
学
会
が
い
く
つ
か
あ
る
な
か
で
、
最
も
長
い
歴
史
が
あ
り
、
日
本
学
術
会
議
登
録
の
「
日
本
観
光
学
会
」
の
理
事
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
そ
の
学
会
誌
を
通
じ
て
数
多
く
の
論
文
や
研
究
ノ
ー
ト
を
発
表
さ
れ
て
い
る
。
著
作
は
内
容
に
お
い
て
常
に
独
創
的
で
あ
り
、
そ
の
時
代
時
代
の
最
先
端
の
テ
ー
マ
を
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
観
光
業
界
や
観
光
学
会
で
は
大
変
注
目
さ
れ
て
い
る
研
究
者
の
一
人
で
あ
る
。
著
者
は
、
先
に
「
日
本
観
光
学
会
誌
」
並
び
に
同
学
会
情
報
誌
に
投
稿
掲
載
さ
れ
た
論
文
等
一
四
編
を
一
冊
に
纏
め
た
『
人
口
減
少
社
会
と
観
光
戦
略
』
（
二
〇
〇
七
年
一
二
月
）
を
出
版
さ
れ
、
こ
れ
に
直
近
の
四
編
の
論
文
を
加
え
て
一
八
編
と
し
、
増
補
版
と
し
て
本
書
を
出
版
さ
れ
た
。
章
立
て
は
、
第
Ⅰ
章
か
ら
第
章
ま
で
が
論
文
研
究
ノ
ー
ト
で
あ
る
。
第
章
か
ら
第
ⅩⅧ章
ま
で
は
前
掲
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
エ
ッ
セ
イ
等
で
、
補
足
的
相
乗
的
効
果
が
意
図
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
次
の
三
つ
の
問
題
意
識
か
ら
書
か
れ
て
い
る
。
先
ず
人口
減
少
に
適
応
し
た
社
会
シ
ス
テ
ム
を
創
る
た
め
の
戦
略
と
し
て
、
観
光
を
主
体
と
し
た
交
流
社
会
の
形
成
が
必
要
で
あ
る
、
次
に
観
光
立
国
の
観
点
か
ら
総
合
国
力
の
維
持
拡
大
に
観
光
産
業
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
、
そ
し
て
観光
関
連
産
業
の
サ
ー
ビ
ス
の
標
準
化
、
人
材
育
成
、
高
齢
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
活
用
な
ど
で
労
働
生
産
性
の
向
上
が
急
務
で
あ
る
で
あ
る
。
構
成
は
、
論
文
研
究
ノ
ー
ト
エ
ッ
セ
イ
等
か
ら
成
っ
て
お
り
、
読
者
を
飽
き
さ
せ
な
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
第
Ⅰ
章
は
、
「
楽
し
い
旅
の
原
点
を
求
め
て
」
（
研
究
ノ
ー
ト
）
で
あ
る
。
副
題
は
「
叙
情
型
温
泉
紀
行
」
と
し
て
い
る
。
一
言
で
言
え
ば
、
「
温
泉
と
旅
行
」
と
の
関
係
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
温
泉
そ
の
も
の
の
効
力
や
温
泉
地
の
紹
介
さ
れ
た
文
献
は
数
多
い
が
、
古
く
か
ら
あ
る
「
温
泉
と
旅
行
」
に
つ
い
て
の
文
献
は
少
な
い
。
著
者
は
そ
こ
に
着
眼
し
、
①
温
泉
ブ
ー
ム
の
経
緯
②
温
泉
の
歴
史
③
温
泉
の
分
布
と
種
類
④
温
泉
の
楽
し
み
方
⑤
『
奥
の
細
道
』
と
湯
め
ぐ
り
の
楽
し
み
、
で
本
章
を
構
成
し
て
い
る
。
「
日
本
人
と
温
泉
と
の
関
わ
り
方
に
言
及
し
、
温
泉
の
魅
力
の
再
発
見
を
す
る
こ
と
で
旅
の
原
点
回
帰
を
し
た
い
」
と
い
う
趣
旨
で
書
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
「
紀
行
文
と
し
て
評
価
の
高
い
『
奥
の
細
道
』
に
見
る
芭
蕉
の
旅
の
あ
り
方
を
探
り
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
自
然
と
人
と
の
関
わ
り
か
ら
旅
の
魅
力
を
温
泉
と
い
う
素
材
を
通
し
て
再
発
見
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
北
陸
の
山
中
温
泉
の
効
能
を
芭
蕉
が
絶
賛
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
殊
に
興
味
深
い
。
第
Ⅱ
章
は
「
キ
ュ
ー
バ
に
お
け
る
観
光
の
現
状
と
課
題
」
で
あ
る
。
社
会
主
義
国
キ
ュ
ー
バ
の
観
光
を
テ
ー
マ
と
し
て
分
析
し
た
論
文
や
文
献
は
少
な
い
。
こ
の
章
は
二
〇
〇
三
年
六
月
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
前
後
、
わ
が
国
の
大
手
旅
行
会
社
が
日
本
各
地
か
ら
キ
ュ
ー
バ
へ
初
め
て
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
運
行
し
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
テ
ー
マ
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
本
章
は
①
キ
ュ
ー
バ
の
貿
易
経
済
と
観
光
産
業
②
外
資
導
入
に
よ
る
観
光
開
発
と
観
光
産
業
の
振
興
③
観
光
資
源

施
設
ア
ク
セ
ス
等
の
現
状
④
観
光
政
策
の
課
題
と
問
題
点
、
で
構
成
さ
れ
る
。
特
に
「
キ
ュ
ー
バ
の
観
光
資
源
一
覧
」
（
二
六
頁
）
の
表
は
よ
く
纏
め
ら
れ
て
い
る
。
「
お
わ
り
に
」
に
著
者
は
、
「
二
〇
〇
一
年
の
キ
ュ
ー
バ
へ
の
観
光
客
は
二
〇
〇
万
人
を
超
え
て
い
る
。
こ
の
数
字
は
ほ
と
ん
ど
が
空
路
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
近
い
将
来
、
ア
メ
リ
カ
の
キ
ュ
ー
バ
渡
航
禁
止
令
が
解
か
れ
れ
ば
、
地
勢
的
並
び
に
観
光
資
源
的
要
素
か
ら
見
て
ク
ル
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。
」
と
書
い
て
い
る
。
カ
リ
ブ
海
一
周
ク
ル
ー
ズ
は
盛
ん
で
あ
る
。
確
か
に
キ
ュ
ー
バ
に
ク
ル
ー
ズ
船
が
立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
キ
ュ
ー
バ
の
観
光
は
盛
ん
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
第
Ⅲ
章
の
テ
ー
マ
は
、
「
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
に
お
け
る
観
光
の
現
状
と
今
後
の
展
望
」
で
あ
る
。
カ
リ
ブ
海
諸
国
の
一
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水
野
紀
男
著
新
刊
紹
介
つ
ド
ミ
ニ
カ
を
第
Ⅱ
章
の
キ
ュ
ー
バ
に
続
き
取
り
上
げ
て
い
る
。
カ
リ
ブ
海
諸
国
で
ハ
イ
チ
は
二
〇
〇
九
年
の
大
地
震
後
、
ま
だ
再
建
中
で
あ
る
が
、
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
の
観
光
資
源
は
き
わ
め
て
豊
富
で
あ
り
、
政
治
も
安
定
し
て
い
る
。
本
章
も
キ
ュ
ー
バ
論
文
と
同
じ
分
析
手
法
で
記
述
さ
れ
、
①
貿
易

経
済
と
観
光
産
業
②
観
光
開
発
の
戦
略
と
経
緯
③
観
光
産
業
の
現
状
④
観
光
開
発
上
の
問
題
点
と
今
後
の
展
望
、
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
章
に
つ
い
て
は
多
く
の
引
用
文
献
や
参
考
文
献
が
紹
介
さ
れ
、
さ
ら
に
深
み
の
あ
る
文
章
と
な
っ
た
。
第
Ⅳ
章
は
、
「
カ
リ
ブ
海
大
ア
ン
テ
ィ
ル
諸
島
の
観
光
の
現
状
と
課
題
」
で
あ
る
。
カ
リ
ブ
海
諸
国
の
観
光
面
で
の
集
大
成
、
纏
め
の
章
と
言
え
る
。
著
者
は
カ
リ
ブ
海
諸
国
を
大
ア
ン
テ
ィ
ル
諸
島
と
い
う
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
名
称
で
括
り
、
そ
の
観
光
の
現
状
と
課
題
と
し
て
五
カ
国
地
域
の
比
較
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
だ
他
の
人
が
手
を
染
め
な
い
分
野
の
分
析
と
し
て
独
創
的
な
論
文
と
な
っ
た
。
五
カ
国
と
は
、
第
Ⅱ
章
の
キ
ュ
ー
バ
共
和
国
、
第
Ⅲ
章
の
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
に
加
え
て
ハ
イ
チ
共
和
国
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
で
あ
る
。
特
に
興
味
深
い
の
は
、
五
カ
国
地
域
の
「
世
界
遺
産
の
比
較
」
（
五
五
頁
）
で
あ
る
。
第
Ⅴ
章
「
海
外
パ
ッ
ケ
ー
ジ
旅
行
の
苦
情
類
型
と
苦
情
処
理
の
あ
り
方
」
は
、
第
Ⅱ
章
か
ら
Ⅳ
章
ま
で
の
論
文
と
は
異
な
り
、
著
者
が
旅
行
会
社
時
代
に
顧
客
対
応
責
任
者
を
務
め
た
海
外
パ
ッ
ケ
ー
ジ
「
ホ
リ
デ
イ
」
と
「
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
経
験
を
も
と
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
を
経
験
さ
れ
た
の
は
著
者
の
み
で
あ
る
。
水
野
氏
が
よ
く
言
っ
て
い
た
言
葉
に
「
旅
行
業
は
な
ぜ
消
費
者
の
苦
情
が
多
い
の
か
、
苦
情
処
理
が
少
な
い
と
も
っ
と
収
益
貢
献
で
き
る
の
に
」
が
あ
る
。
こ
の
問
題
意
識
か
ら
本
論
が
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
構
成
も
①
苦
情
処
理
の
背
景
②
苦
情
処
理
の
窓
口
③
海
外
パ
ッ
ケ
ー
ジ
旅
行
の
苦
情
類
型
④
苦
情
処
理
の
あ
り
方
、
か
ら
成
る
。
著
者
の
熱
い
思
い
が
最
も
強
く
出
て
い
る
の
が
こ
の
章
で
あ
る
。
「
結
び
」
に
「
海
外
パ
ッ
ケ
ー
ジ
旅
行
の
苦
情
表
出
の
背
景
に
は
、
旅
行
業
者
の
現
地
情
報
（
習
慣
、
価
値
観
等
）
の
提
供
不
足
、
商
品
内
容
の
表
示
の
曖
昧
さ
、
旅
行
条
件
（
約
款
等
）
の
説
明
不
足
等
が
あ
る
。
特
に
、
消
費
者
側
の
契
約
意
識
の
希
薄
な
こ
と
が
苦
情
処
理
を
困
難
に
し
て
い
る
一
因
で
あ
る
」
と
あ
り
、
ま
た
「
苦
情
処
理
は
、
そ
の
場
限
り
の
対
応
で
は
顧
客
の
信
頼
を
回
復
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
。
ま
た
、
顧
客
の
意
見
や
指
摘
を
企
業
の
商
品
開
発
や
サ
ー
ビ
ス
改
善
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
こ
の
章
は
旅
行
業
に
従
事
し
た
か
ら
こ
そ
書
け
る
深
い
内
容
と
な
っ
た
。
続
い
て
第
Ⅵ
章
で
も
「
旅
行
業
に
お
け
る
苦
情
対
応
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
一
考
察
」
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
著
者
は
「
旅
行
業
に
お
い
て
は
取
扱
う
商
品
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
特
性
か
ら
み
る
と
、
他
業
種
と
比
較
し
て
規
格
化
標
準
化
が
難
し
い
側
面
が
あ
る
。
」
従
っ
て
対
応
の
た
め
の
「
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
の
必
要
性
を
説
く
。
第
Ⅶ
章
は
「
初
等
中
等
教
育
課
程
に
お
け
る
観
光
教
育
の
重
要
性
に
つ
い
て
」
で
あ
る
。
観
光
立
国
の
時
代
、
観
光
教
育
の
必
要
性
を
、
そ
の
先
進
事
例
と
し
て
カ
リ
ブ
諸
国
を
挙
げ
て
説
い
て
い
る
。
私
は
現
在
、
全
国
の
高
校
に
観
光
企
画
プ
ラ
ン
を
出
し
て
も
ら
う
「
観
光
甲
子
園
」
を
実
施
し
て
い
る
。
今
年
は
第
二
回
目
で
七
五
校
一
二
五
企
画
が
集
ま
り
、
八
月
二
九
日
に
そ
の
中
の
十
校
か
ら
グ
ラ
ン
プ
リ
の
文
部
科
学
省
大
臣
賞
と
観
光
長
官
賞
が
選
ば
れ
る
。
今
後
さ
ら
に
小
学
生
や
中
学
生
へ
の
旅
育
も
必
要
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
著
者
の
二
〇
〇
四
年
に
書
か
れ
た
本
書
テ
ー
マ
の
慧
眼
に
驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。
第
Ⅷ
章
は
い
よ
い
よ
、
最
も
新
し
く
て
誰
も
が
ま
だ
論
文
と
し
て
書
い
て
い
な
い
テ
ー
マ
を
扱
っ
た
「
宇
宙
産
業
と
観
光
事
業
の
相
関
性
に
つ
い
て
」
、
副
題
は
「
宇
宙
観
光
旅
行
の
橋
頭
堡
の
構
築
」
で
あ
る
。
第
Ⅸ
章
は
、
本
著
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
人
口
減
少
社
会
と
観
光
戦
略
」
で
あ
る
。
本
書
の
題
名
で
も
あ
る
だ
け
に
こ
の
章
は
力
作
と
な
っ
て
い
る
。
人
口
減
少
社
会
の
解
決
に
観
光
産
業
特
に
交
流
人
口
の
拡
大
が
そ
の
解
決
策
の
一
つ
と
な
る
と
述
べ
て
い
る
。
第
Ⅹ
章
「
団
塊
の
世
代
と
旅
行
行
動
」
は
団
塊
の
世
代
が
新
た
な
旅
行
需
要
を
創
造
す
る
期
待
を
含
め
て
書
か
れ
て
い
る
。
第
Ⅸ
章
と
こ
の
第
Ⅹ
章
は
ぜ
ひ
読
者
に
購
読
し
て
読
ん
で
欲
し
い
。
解
説
は
無
駄
と
な
る
。
第
章
は
「
地
球
温
暖
化
と
観
光
セ
ク
タ
ー
の
役
割
」。
第
章
は
増
補
版
と
し
て
日
本
観
光
学
会
の
機
関
紙
「
と
ら
べ
ろ
じ
ぃ
」
に
投
稿
さ
れ
た
内
容
を
掲
載
し
て
い
る
。
読
み
や
す
い
内
容
で
あ
る
。
「
1．
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
へ
の
誘
い
2．
キ
ュ
ー
バ
と
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
の
歴
史
散
策
と
リ
ゾ
ー
ト
ラ
イ
フ
の
楽
し
さ
3．
人
口
減
少
化
社
会
と
観
光
4．
観
光
教
育
の
充
実
こ
そ
真
の
観
光
立
国
の
推
進
力
5．
宇
宙
観
光
旅
行
時
代
の
幕
開
け
6．
宇
宙
開
発
と
地
球
環
境
7．
科
学
技
術
創
造
立
国
と
観
光
立
国
の
融
合
を
目
指
せ
！
」
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
以
上
か
ら
、
本
書
は
観
光
分
野
で
の
今
一
番
の
話
題
を
本
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
観
光
に
関
す
る
情
報
は
誰
で
も
入
手
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
纏
め
て
本
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
私
は
著
者
の
日
頃
の
努
力
に
脱
帽
す
る
者
で
あ
る
。
ぜ
ひ
購
読
し
て
ほ
し
い
。
（
と
ま
つ
り
た
つ
ろ
う
神
戸
夙
川
学
院
大
学
教
授
）
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